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これまでの研究成果:  

東京証券取引所第一部上場企業の場合
日経NEEDSのデータベースから東京証
券取引所第一部上場の企業(1,500社程
度)に対する財務データを抽出 

上記のデータに対して時系列プロッ
ト・ヒストグラム・対散布図・モーショ
ンチャートなどの時空間の観点からの
可視化を行うことによって売上高・資
産合計などの財務指標は歪んだ(非対
称)分布に従うことがわかった

Histogram at 2012/3/31: sales
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Toyota Shock!

これまでの研究成果:  

東京証券取引所第一部上場企業の場合
データ可視化の結果から得られた知見から, それ
ぞれの変量に対して対数をとることによって正
規分布で近似できることがわかった 

この知見に基づいて統計モデリングを行った結
果, 売上高を従業員数と資産合計で説明するため
に対数正規線形モデルが妥当であるがわかった 

さらに, 他年度にわたって同様の結果が成り立つ
ことがわかった 

 [Jimichi and Meda, 2014]

Histogram at 2012/3/31: log(sales)
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Sample Regression Planes

Sample Regression Planes:

η̂j = (1.247 + δ̂j) + 0.255 log employee + 0.746 log assets

データ解析環境
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本研究の意義
日本にとどまらず全世界の上場・非上場企業の多数の財務指
標に関する構造を大規模な財務データにもとづいて時空間の
観点から可視化すると共に,複雑な統計モデリングを行うこ
とは, これまで計算機環境の制約から困難な問題であった 

本研究では, GPGPU環境でApache Spark+Hadoopと R 

(RStudio, SparkR, sparklyr)を連動させて利用することによっ
て, この構造を解明することがこの研究の意義である

研究体制
代表者: 地道 正行 (関西学院大学 商学部) 

副代表者: 宮本 大輔 (奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科) 

共同研究者: 阪 智香 (関西学院大学 商学部) 

共同研究者: 永田 修一 (関西学院大学 商学部)

研究目的
ビューロー・ヴァン・ダイク(BvD)社のデータベース osirisから8万社を超
える全世界の上場・上場廃止企業を対象として抽出された最長30年間の
売上高, 利益, 資産合計などの80系列を超える財務指標に関するデータ(財
務ビッグデータ)を利用する 

探索的データ解析(Exploratory Data Analysis: EDA) の考えに基づいて可視
化を行い, その結果として得られた知見に基づいて統計モデリングを行う 

さらにBvD社のデータベース orbis を利用し, 非上場企業を含んだ170万社
を超える企業の財務指標に関するデータに規模を拡大した場合も検討す
る

これまでの研究成果:  

全世界の上場企業の場合
全世界の企業に規模を拡大することに
よって得られたデータを可視化し, 得ら
れた知見のもとに2013年のデータに対
して統計的にモデリングを行った 

対数正規線形モデルよりも対数非対称
正規線形モデルがより適切であるとこ
とがわかった 
[Jimichi, 2017, Saka and Jimichi, 2017]

研究計画
1. ビッグデータ解析環境のJHPCN環境への設置 

本研究のために必要なデータや今後取得予定のデータについてビッグデータ解析基盤である 

Apache Hadoop の機能を用い, ファイルシステムとして HDFS を想定して JHPCN 環境への設置を
試みる 

2. ビッグデータ解析環境の検証とチューニング 

先行研究で行っていたデータ解析を JHPCN 環境で動作することを確認する 

並列計算資源, GPGPU資源などを利用できるようにApache Spark+Hadoop や  R, RStudio, SparkR, 

sparklyr を調整する 

3. ビッグデータ解析環境での高度なデータ解析 

JHPCN計算機資源を使って多変量データの可視化の手法として最近開発されたもの (cf. matrix 

visualization plot) を利用することによって, 全世界の上場・非上場企業の財務指標の構造を浮き彫
りにし, その結果として得られた知見から対数非対称分布族や時空間の観点を考慮した統計モデリ
ング行い, モデルの妥当性などの検証を行う


